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第 １６ 号

先
日
、
冷
か
し
の
つ

も
り
で
行
っ
た
某
北

欧
の
自
動
車
メ
ー
カ

ー
に
驚
い
た
。
自
動

車
う
ん
ぬ
ん
で
は
な

く
、
そ
れ
は
「
営
業

時
間
の
短
さ
」
だ
▼

そ
の
国
は
、
税
金
は
高
い
が
教
育

や
社
会
保
障
、
定
年
後
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
国
。
年
金
も
最
低
３

年
払
え
ば
受
給
資
格
が
生
れ
る
。

そ
れ
は
外
国
人
の
移
住
者
や
仕
事

で
行
っ
て
い
る
人
も
同
じ
に
扱
わ

れ
る
▼
そ
し
て
、
人
生
を
楽
し
む

国
で
あ
り
、
仕
事
も
人
生
の
た

め
、
夏
休
み
も
日
本
と
は
比
べ
ら

れ
な
い
ほ
ど
あ
る
国
▼
家
に
帰
っ

て
、
他
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
も
調

べ
た
が
、
某
北
欧
の
メ
ー
カ
ー
だ

け
が
短
い
営
業
時
間
。
日
本
に
も

母
国
の
精
神
が
生
か
さ
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
▼
諸
外
国
か
ら
の
日

本
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
日
本

人
の
私
が
聞
い
て
も
笑
っ
て
し
ま

う
ほ
ど
正
し
く
、
「
勤
勉
・
真
面

目
」
、
「
あ
ま
り
自
己
主
張
し
な

い
」
、
「
税
金
を
納
め
て
も
庶
民

の
く
ら
し
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な

い
」
▼
日
本
は
人
生
を
楽
し
む
国

に
変
わ
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
思

う
。
変
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

か
と
▼
た
だ
、
最
近
動
き
出
し
た

市
民
の
声
、
行
動
は
確
実
に
政
治

を
動
か
し
て
い
る
。
若
い
人
だ
け

を
取
り
上
げ
る
の
も
ど
う
か
と
思

う
が
、
私
の
眼
に
は
、
若
い
人
が

幅
広
い
年
齢
層
を
巻
き
込
ん
で
変

え
よ
う
と
し
て
い
る
▼
今
月
末
の

都
知
事
選
は
私
た
ち
都
民
に
大
き

く
関
わ
る
と
同
時
に
、
地
方
へ
の

影
響
も
大
き
い
選
挙
。
私
た
ち
の

く
ら
し
が
変
わ
る
起
点
と
な
る
候

補
は
ダ
レ
。
そ
し
て
自
ら
の
１
票

を
託
す
の
は
ダ
レ
。･･

･

Ｍ
Ｈ

７
・
８
月
の
主
な
日
程

～

７
月

～

24
日(

日)

米
づ
く
り
体
験

下
連
雀
住
宅
デ
ー

25
日(

月)

平
和
行
進

26
日(

火)

住
宅
デ
ー
実
行

31
日(

日)

女
性
健
診

※
駅
宣
＝

21･

22
日

～

８
月

～

２
日(

火)

書
記
局
会
議

※
事
務
所
が
閉
ま
り
ま
す

３
日(

水)

常
任
執
行
委
員
会

４
日(

木)

執
行
委
員
会

15
～
19
日

夏
季
休
暇

※
事
務
所
が
閉
ま
り
ま
す

※
駅
宣
＝

９
日

【
社
保
対
部
発
】
６
月
28
日(

火)

、
東
京
土
建
国
保
の
予
算
獲

得
と
、
建
設
職
人
の
仕
事
確
保
に

向
け
た
要
求
集
会
が
、
午
前
は
東

京
都
に
向
け
て
行
わ
れ
、
全
体
で

２
１
５
５
人
・
支
部
か
ら
41
人
が

参
加
。
２
年
ぶ
り
に
東
京
都
へ
の

要
請
行
動
は
、
工
事
が
終
わ
っ
た

都
庁
前
広
場
で
開
催
。

東
京
都
へ
の
要
請
行
動
で
は
、

交
渉
団
と
し
て
、
轟
社
保
対
部
長

が
福
祉
局
、
矢
内
書
記
長
が
自
民

党
、
麻
生
嶋
副
委

員
長
が
民
進
党
へ

入
り
、
土
建
国
保

の
予
算
確
保
に
向

け
た
要
請
を
行
い

ま
し
た
。

午
後
は
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂

と
小
音
楽
堂
に
分
か
れ
て
、
国
に

対
し
て
の
要
請
行
動
が
開
催
さ

れ
、
集
会
に
は
、
全
国
か
ら
３
５

９
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
７
月
か
ら
厚
生
労
働
省
へ

の
「
は
が
き
要
請
行
動
」
が
は
じ

ま
り
、
12
月
ま
で
、
継
続
し
た
取

り
く
み
と
な
り
ま
す
。
「
は
が
き

要
請
行
動
」
は
、
『
組
合
員
・
家

族
の
み
な
さ
ん
誰
も
が
取
り
く
め

る
予
算
確
保
の
行
動
』
で
す
。
国

や
東
京
都
で
は
、
１
枚
１
枚
手
に

取
っ
て
み
な
さ
ん
の
書
い
た
要
請

は
が
き
を
み
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
予
算
確
保
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
も
の
で
す
。

予
算
確
保
の
重
要
な
取
り
く
み

と
し
て
、
群
会
議
な
ど
で
１
人
１

シ
ー
ト
・(

４
枚)

の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

三
鷹
市
・
武
蔵
野
市
の
両
市
長

が
、
住
宅
デ
ー
統
一
日
の
６
月
５

日
に
、
視
察
を
さ
れ
ま
し
た
。

両
市
長
へ
、
市
を
通
じ
て
募
金

を
福
祉
協
議
会
へ
お
渡
し
す
る
懇

談
の
申
し
入
れ
を
行
い
、
７
月
４

日(

月)

の
午
前
に
、
武
蔵
野
市

長
と
懇
談
し
ま
し
た
。

懇
談
の
は
じ
め
に
、
邑
上
武
蔵

野
市
長
へ
、
金
子
委
員
長
か
ら
視

察
の
お
礼
と
と
も
に
、
住
宅
デ
ー

の
開
催
意
義
を
説
明
し
、
ま
ち
の

救
助
隊
チ
ー
ム
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
の

活
動
を
紹
介
し
て
、
防
災
協
定
に

つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

市
長
か
ら
も
、
市
の
取
り
く
み

と
と
も
に
、
防
災
課
と
の
顔
つ
な

ぎ
も
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
有
意

義
な
懇
談
と
な
り
ま
し
た
。

懇
談
に
は
、
金
子
委
員
長
・
佐

渡
副
委
員
長
・
麻
生
嶋
副
委
員
長

・
渡
辺
副
委
員
長
と
書
記
が
参

加
。
三
鷹
市
長
と
の
懇
談
は
、
来

月
報
告
し
ま
す
。

市
民
や
関
係
諸
団
体
な
ど
の
会
員
か
ら
の
住
宅
相
談
の
受
け
皿
と

し
て
、
支
部
住
宅
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
運
動
的
な
面
も
持
ち
合

わ
せ
た
「
住
宅
セ
ン
タ
ー
」
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
な
ど
に
喜
ば

れ
る
や
り
が
い
あ
る
住
宅
セ
ン
タ
ー
で
す
。

新
た
に
合
併
を
し
て
ス
タ
ー
ト
と
な
る
「
住
宅
セ
ン
タ
ー
」
の
会

員
募
集
を
行
い
ま
す
。
こ
の
７
月
か
ら
募
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
登

録
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
（
用
紙
は
群
会
議
に
配
布
）
。

同
時
に
、
三
鷹
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
セ
ン
タ
ー(

三
鷹
市
と
協
定
を

結
ん
で
い
る
事
業)

の
会
員
も
募
集
し
ま
す
。

※
東
京
土
建
の
他
、
建
設
ユ
ニ
オ
ン
・
武
蔵
野
建
設
・
三
鷹
商
工

会
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
。
三
鷹
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
へ

の
登
録
に
は
、
支
部
の
住
宅
セ
ン
タ
ー
会
員
で
あ
り
、
三
鷹
市
在
住

か
三
鷹
市
に
会
社
が
あ
る
組
合
員
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
千
葉
む
つ
み
職
員
記
】
６
月
12

日
（
日
）
パ
パ
マ
マ
ぼ
く
の
脱
原

発
ウ
ォ
ー
ク
主
催
の
「
選
挙
だ
！

わ
っ
し
ょ
い
！
」
の
パ
レ
ー
ド
に

市
民
の
会
で
は
「
Ｇ
Ｏ

Ｖ
Ｏ
Ｔ

Ｅ
」
の
特
大
パ
ネ
ル
を
持
っ
て
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
日
の
た
め
に

境
南
町
分
会
の
村
口
英
雄
さ
ん
に

可
愛
い
神
輿
を
つ
く
っ
て
も
ら

い
、
吉
祥
寺
の
街
を
行
進
。
「
選

挙
に
行
こ
う
」
の
ア
ピ
ー
ル
度
は

満
点
。
沿
道
か
ら
も
手
を
振
っ
て

応
え
て
く
れ
ま
す
。
「
子
ど
も
の

未
来
の
た
め
に
選
挙
に
行
こ
う
！

わ
っ
し
ょ
い
！
」
と
約
２
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
吉
祥
寺
駅
前
で
恒
例

と
な
っ
た
吉
祥
寺
ジ
ャ
ッ
ク
署
名

大
作
戦
。
同
じ
場
所
に
は
勝
共
連

合
の
若
者
た
ち
が
「
憲
法
改
正
支

持
」
と
円
陣
を
つ
く

り
宣
伝
を
し
て
い
ま

し
た
。

選
挙
前
最
後
の
署

名

大

作

戦

で

し

た

が
、
９
か
所
に
分
か

れ
署
名
を
と
る
こ
と

が

で

き

ま

し

た

。

「
住
所
は
書
き
た
く

な
い
け
れ
ど
名
ま
え

は
書
き
た
い
」
と
い

う
方
が
何
人
か
い
ら
し
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。
75
人
の
参
加
で
５

３
５
筆
が
集
ま
り
、
累
計
で
２
１

２
２
１
筆
に
な
り
、
総
が
か
り
行

動
実
行
委
員
会
に
提
出
を
し
ま
し

た
。
６
月
30
日
現
在
で
１
３
５
０

万
人
を
超
え
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
昨
年
11
月
の
開
始
か
ら
、
わ

ず
か
８
か
月
で
市
民
10
人
に
１
人

以
上
と
い
う
人
々
の
思
い
を
集
め

た
画
期
的
、
歴
史
的
な
運
動
に
な

り
ま
し
た
。
集
約
さ
れ
た
署
名
は

参
議
院
選
挙
後
の
臨
時
国
会
に
提

出
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

６
月
14
日
は
武
蔵
野
三
鷹
怒
り

の
総
行
動
が
弁
護
士
の
藤
原
真
由

美
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
「
憲
法
改

悪
を
く
い
と
め
る
力
」
を
学
習
。

「
護
憲
」
か
「
改
憲
」
で
は
な
く

「
立
憲
」
か
「
非
立
憲
」
と
い
う

根
本
問
題
を
争
点
に
し
た
国
民
一

人
一
人
の
新
し
い
運
動
の
広
が
り

で
、
野
党
の
背
中
を
押
し
32
選
挙

区
で
野
党
統
一
候
補
が
実
現
。
憲

法
改
悪
を
食
い
止
め
ら
れ
る
か

は
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
行
動
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
「
日
本

国
憲
法
」
と
自
民
党
が
出
し
て
き

て
い
る
「
日
本
国
憲
法
改
正
草

案
」
を
読
み
比
べ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
講
演
後
、
吉
祥
寺
の
街
を

「
選
挙
に
行
こ
う
！
」
「
野
党
に

投
票
！
」
と
コ
ー
ル
を
響
か
せ
行

進
を
し
ま
し
た
。

７
月
31
日
は
「
東
京
都
知
事
選
挙
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
都
民
の
仕
事
と
く
ら
し
を
第
一
に
考
え
、
都
政
に
反
映
し

て
く
れ
る
都
知
事
を
求
め
ま
す
。

私
た
ち
の
１
票
は
政
治
を
変
え
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
必
ず
棄

権
せ
ず
に
、
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

雨の降るなか小音楽堂で集会に参加する支部の仲間たち

東京駅までデモ行進

武蔵野市長(中央)に募金を手渡す
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【
深
大
寺
分
会
・
佐
藤
肇
記
】

深
大
寺
分
会
は
、
三
鷹
市
内
の

野
崎
・
井
口
・
深
大
寺
の
３
地

域
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
・

こ
の
地
域
の
な
か
で
み
な
さ
ん

に
ご
紹
介
し
た
い
の
は
、
な
ん

と
言
っ
て
も
国
際
基
督
教
大
学

の
『
桜
』
。

そ
れ
は
、
三
鷹
市
全
体
で
も

か
な
り
名
所
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
最
盛
期
に

は
全
国
か
ら
花
見

客
が
集
ま
り
、
朝

か
ら
夜
ま
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。

大
学
の
ご
好
意

で
開
放
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の

あ
り
が
た
い
好
意
に
対
し
て
、

マ
ナ
ー
だ
け
は
し
っ
か
り
と
守

っ
て
行
動
し
た
い
も
の
で
す
。
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◇
木
造
建
築
物
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

８
月
30･

31
日

◇
足
場
の
組
立
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

①
８
月
24･

25
日
、
②
９
月
27･

28
日

◇
型
枠
支
保
工
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

10
月
11･

12
日

◇
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
作
物
の
解
体
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

10
月
26･

27
日

◇
地
山
及
び
土
止
め
の
掘
削
支
保
工
作
業
主
任
者

[

と
き]

10
月
３
～
５
日

◇
有
機
溶
剤
作
業
主
任
者

[

と
き]

９
月
14･

15
日

◇
石
綿
作
業
主
任
者

[

と
き]

７
月
25･

26
日

◇
酸
欠
・
硫
化
水
素
作
業
主
任
者

[

と
き]

①
７
月
27
～
29
日
、
②
10
月
17
～
19
日

◇
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

[

と
き]

①
８
月
２･

３
日
、
②
10
月
４･

５
日

◇
足
場
作
業
主
任
者
能
力
向
上
教
育

[

と
き]

10
月
25
日

◇
足
場
特
別
教
育(

既
従
事
者)

[

と
き]

①
８
月
４
日
、
②
８
月
20
日

◇
自
由
研
削
砥
石

[

と
き]

①
７
月
27
日
、
②
９
月
14
日

◇
ロ
ー
プ
高
所
作
業
特
別
教
育

[

と
き]

９
月
１
日

◇
丸
の
こ
・
熱
中
症
特
別
教
育

[

と
き]

①
７
月
28
日
、
②
９
月
15
日

◇
電
動
工
具
安
全
取
扱
特
別
教
育

[

と
き]

①
７
月
27･

28
日
、
②
９
月
14
・
15
日

◇
玉
掛
技
能
講
習

[

と
き]

９
月
９
～
11
日(

西
多
摩
支
部)

◇
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン

[

と
き]

９
月
８
～
10
日(

西
多
摩
支
部)

◇
高
所
作
業
者
（
外
部
）

[

と
き]

７
月
25･

26
日

◇
小
型
車
輌
系
建
設
機
械(

整
地)

特
別
教
育

[

と
き]

９
月
９･

10
日(

西
多
摩
支
部)

◇
小
型
車
輌
系
建
設
機
械(

解
体)

特
別
教
育

[

と
き]

９
月
11
日

今
月
の
主
な
講
習
会
を
ご

案
内
し
ま
す
。
受
講
場
所

・
受
講
料
な
ど
詳
し
く
は

支
部
ま
で
お
問
合
せ
を
。

【
中
丸
芳
太
郎
厚
文
部
長
記
】
７

月
３
日(

日)

バ
ス
２
台
、
71
人

で
恒
例
の
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
関
越
道
を
通
り
、
群

馬
「
た
く
み
の
里

豊
楽
館
」
で

休
憩
。
そ
の
後
、
３
か
所
に
分
か

れ
て
「
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
」
「
お

面
絵
付
け
」
「
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
」
体
験
を
し
ま
し
た
。

「
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
」
は
ガ
ラ

ス
コ
ッ
プ
な
ど
に
吹
き
付
け
て
表

面
を
削
り
、
模
様
を
つ
け
る
も
の

で
、
予
約
の
時
点
で
40
名
の
定
員

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち

も
素
材
の
美
し
い
ガ
ラ
ス
で
、
自

分
だ
け
の
作
品
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

「
お
面
絵
付
け
」
は
19
名
が
参

加
し
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
お
面
か

ら
伝
統
的
な
お
面
ま
で
、
自
分
の

好
き
な
色
や
模
様
を
付
け
て
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
お
面
を
つ
く
り
ま
し

た
。「

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
」
に
は
12
名
が
参
加
し
、
乾
燥

さ
せ
た
自
家
栽
培
の
花
や
木
の
実

を
組
み
合
わ
せ
、
リ
ー
ス
や
壁
掛

け
な
ど
を
つ
く
り
ま
し
た
。

３
か
所
と
も
場
所
が
離
れ
て
い

た
の
で
、
バ
ス
の
中
で
は
お
互
い

の
作
品
を
見
せ
合
っ
て
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

そ
の
後
移
動
し
、
猿
ヶ
京
温
泉

「
和
み
の
里

千
の
谷
」
で
豪
華

ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
で
し
た
。
早

く
食
事
を
終
え
た
方
は
宿
の
温
泉

も
楽
し
み
ま
し
た
。

午
後
は
関
越
道
で
移
動
し
、
原

田
農
園
に
て
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り

を
し
ま
し
た
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩

り
の
季
節
は
６
月
下
旬
～
８
月
上

旬
と
短
い
の
で
す
が
、
晴
天
の

中
、
ス
パ
ル
タ
ン
グ
ロ
ウ
、
ブ
ル

ー
ク
ロ
ッ
プ
、
ブ
ル
ー
レ
イ
、
グ

ー
ハ
イ
等
の
品
種
が
あ
り
、
き
れ

い
な
青
い
実
が
た
く
さ
ん
実
っ
て

い
ま
し
た
。

今
年
は
昨
年
よ
り
も
参
加
者
が

少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ア
ン
ケ

ー
ト
を
集
計
し
た
と
こ
ろ
、
ほ
と

ん
ど
の
方
か
ら
「
満
足
」
と
回
答

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
年
も

若
い
組
合
員
が
集
結
で
き
る
よ
う

な
企
画
を
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

【
学
習
制
度
化
発
】
２
０
１
６
年

度
の
分
会
４
役
・
群
３
役
学
習
会

を
６
月
22
日
夜
に
開
催
し
、
69
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

学
習
会
は
、
本
部
組
織
部
の
熊

切
専
従
常
任
が
講
師
を
し
、
「
仲

間
づ
く
り
、
人
づ
く
り
、
そ
し
て

組
織
づ
く
り

分
会
を
活
性
化

し
て
組
織
強
化
を
し
よ
う
」
と
題

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

熊
切
専
従
常
任
は
、
杉
並

支
部
や
北
支
部
の
取
り
く
み

や
経
験
を
例
に
、
ど
う
分
会

が
活
性
化
し
て
い
っ
た
か
を

話
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、

理
解
し
や
す
い
も
の
で
し

た
。
北
支
部
の
分
会
で

は
、
分
会
が
主
体
と
な
っ

た
取
り
く
み
と
し
て
、
毎

月
20
代
か
ら
70
代
の
仲
間

約
20
人
が
交
流
し
て
い
る

こ
と
。
そ
の
呼
び
か
け

も
、
継
続
し
て
根
気
よ
く
行
わ

れ
、
組
合
活
動
参
加
へ
の
入
口
に

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
し
た
。

分
会
・
群
で
参
加
し
て
も
ら
え

る
組
合
員
を
ど
う
増
や
す
か
の
ヒ

ン
ト
に
も
な
る
も
の
で
し
た
。

【
新
川
分
会
教
宣
部
・
江
野
宗

太
郎
記
】
「
早
春
」
の
日
差
し

に
秋
に
収
穫
し
た
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
の
種
を
蒔
く
。

「
初
夏
」
雑
草
の
な
か

に
発
芽
す
る
雑
草
と
一
緒

に
取
り
除
く
と
葉
の
香
り

が
周
囲
に
漂
い
虫
除
け
に

な
る
。

夏
か
ら
秋
に
赤
色
か
ら

黄
色
の
少
し
小
さ
め
の
花

が
咲
く
、
「
晩
秋
」
遅
蒔

き
し
た
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

は
冬
支
度
を
終
え
た
枯
れ

草
の
な
か
に
咲
き
「
冬
」
の
到

来
を
告
げ
る
寒
波
に
色
濃
く
咲

き
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
に
な
っ

た
。

田植え体験参加者以外でも「稲刈り」「収穫祭」

に参加できる方なら参加ＯＫです。

今回は、草取りの後、トウモロコシ狩りをします。

[と き]７月２４日(日) [ところ] 茨城県石岡市

※参加はバスか、マイカーで現地集合となります。

まだ間に合います。参加希望は支部まで。

この季節に赤・黄色の花が鮮やか

お
楽
し
み
の
バ
ス
ツ
ア
ー
、
淡

い
雲
は
、
晴
天
の
い
ざ
な
い
か
、

バ
ス
は
各
地
発
で
関
越
道
で
合

流
。
２
台
で(

71
人)

、
猿
ヶ
京

温
泉
方
面
に
向
か
い
ま
し
た
。

た
く
み
の
里
で
、
ガ
ラ
ス
工
芸

・
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
・
お
面
つ
く

り
の
３
コ
ー
ス
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
子
ど
も

達
が
大
活
躍
。
親
は
子
に
し
た
が

う
の
が
正
解
の
よ
う
で
し
た
。

昼
食
は
、
千
の
谷
ホ
テ
ル
で
の

「
バ
イ
キ
ン
グ
」
和
洋
中
か
ら
エ

ス
ニ
ッ
ク
ま
で
美
味
満
腹
。
食
後

の
フ
ル
ー
ツ
は
語
り
草
で
、
今
回

は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
甘
酸
っ
ぱ
い

味
が
ワ
ン
カ
ッ
プ
持
ち
帰
り
と
食

べ
放
題
で
み
な
さ
ん
満
腹
か
。

帰
路
は
、
休
日
渋
滞
な
ど
の
反

省
点
が
あ
り
ま
し
た
が
、
書
記
長

よ
り
結
び
の
こ
と
ば
で
来
年
を
楽

し
み
に
も
っ
と
来
年
を
楽
し
み
に

も
っ
と
大
勢
に
呼
び
か
け
、
多
く

の
参
加
者
を
募
る
こ
と
も
組
織
の

発
展
に
つ
な
げ
た
い
。
Ｚt

o
m
u

見事な桜並木が校内に

講師の熊切専従常任

上
・
集
合
写
真

右
・
お
面
づ
く
り

小泉さんと彦田さん家族

真剣に話を聞く分会・群の役員


